様式第10号（第10条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　(計 画 策 定)
平成○○年▽▽月▽▽日
耐 震 改 修 事 業 実 績 報 告 書

川西市長　大 塩  民 生　様

住　　所　川西市中央町１２番１号

氏　　名  川  西　太　郎　   印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）交付申請書と同じ印鑑を押印してください
平成○○年××月××日付 川建指 第 ○○ 号をもって交付決定のあった、耐震改修事業(耐震改修計画策定費補助)を下記のとおり実施したので、川西市住宅耐震改修促進事業実施要綱第10条の規定により、その実績を報告します。


記


１．事業の内容及び経費区分（別記収支決算書）

２．事業の着手年月日　　　（平成 ○○ 年 □□ 月 □□ 日）

平成 ○○ 年 ◎◎ 月 ◎◎ 日

　　事業の完了年月日　　　（平成 ○○ 年 △△ 月 △△ 日）

平成 ○○ 年 ♯♯ 月 ♯♯ 日

３．添付書類

（１）補助金算定・精算書（様式第耐震２号）

（２）交付決定書（写し）

（３）耐震診断報告書（様式第耐震3-1号）

（４）住宅耐震改修に係る図書

（５）耐震改修計画策定に係る契約書及び領収書（写し）

（注）申請内容を上段に（　　）書き、実績を下段に記入する。

別　記

収　支　決　算　書


１　収入の部

	科　　　目
	予　算　額
	摘　　要

	　市補助金（見込額）
	１００，０００ 円
	

	　自己資金
	１００，０００ 円
	

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	計
	２００．０００ 円
	



２　支出の部

	科　　　目
	予　算　額
	摘　　要

	　耐震改修計画策定費
	２００，０００ 円
	契約額　２１０，０００円

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	計
	２００，０００ 円
	


（注）１ 収支の計はそれぞれ一致する。
　　　２ 補助金は見込額を記入する。

様式第耐震２号（第4条関係）

平成○○年▽▽月▽▽日

補助金　算定  ・  精算　書
住所　川西市中央町◇◇番◇号
会社名　川西営繕設計(株)
代表者名  営　繕　五　郎　   印　　
下記のとおり 算定 ・ 精算　致します。

　　　　　　　　　　　　（耐震改修工事費補助）
	建物の名称
	川 西  太 郎 邸

	住所
	川西市中央町１２番１号

	総工事費(ａ)=(ｂ)+(ｃ)
	（　　　　　　　　　　　　　　　）

１，６００，０００ 円

	補助対象工事費 (ｂ) ※１
	（　　　　　　　　　　　　　　　）

１，２００，０００ 円

	その他工事費(ｃ)
	（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　４００，０００ 円

	補助金額(ｅ)
	（　　　　　　　　　　　　　　　）

３００，０００ 円


（備　考）

(1) ※１印については耐震改修工事費のみ記入してください。

(2) 変更交付申請する場合は、変更前を上段（　）書き、変更後を下段に記入して

　　ください。

【補助金額(ｅ)の算定表】

	戸　　建　　住　　宅

	補助対象工事費（ｂ）
	補助金額（ｅ）

	１，２００千円未満
	（ｂ）の１／４(千円未満切捨て)

	１，２００千円以上
	３００千円


【添付書類】耐震改修工事費内訳書

耐震改修工事費内訳書記入例

	Ⅰ．直接工事費　内訳書
	
	
	
	

	名　称
	数量
	単位
	金　額
	備　考

	１．補助対象工事
	
	
	
	

	直接工事費
	１－
	式
	
	

	共通費・諸経費
	１－
	式
	
	

	消費税
	１－
	式
	
	

	合計(a)
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	２．補助対象外工事
	１－
	式
	
	

	直接工事費
	１－
	式
	
	

	共通費・諸経費
	１－
	式
	
	

	消費税
	
	
	
	

	合計(b)
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	総計(c)=(a)+(b)
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	３．補助対象工事費
	
	
	
	

	3-1　直接工事費
	
	
	
	

	(１)直接仮設工事
	１－
	式
	
	

	(２)耐震補強工事１
	１－
	式
	
	

	(３)耐震補強工事２
	１－
	式
	
	

	(４)屋根工事
	１－
	式
	
	

	(　) …
	１－
	式
	
	

	(　) …
	１－
	式
	
	

	(　) …
	１－
	式
	
	

	(　) …
	１－
	式
	
	

	3-2　共通費・諸経費
	１－
	式
	
	

	3-3　消費税
	１－
	式
	
	

	
	
	
	
	

	３　 合計
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（第　１面／　　面）
１．補助対象工事費　内訳明細書

	名　称
	摘　要
	数量
	単位
	単価
	金　額
	備　考

	(1)直接仮設工事 
	
	
	
	
	
	

	墨出し
	
	
	式
	
	
	

	足場
	
	
	㎡
	
	
	

	養生
	
	
	㎡
	
	
	

	…
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	(2)耐震補強工事１
	①和室1
	
	
	
	
	

	　構造用合板
	t=12
	
	㎡
	
	
	

	壁　部分解体
	補強部分＋周辺0.91m
	
	㎡
	
	
	

	床　部分解体
	補強部分＋周辺0.91m
	
	㎡
	
	
	

	天井部分解体
	補強部分＋周辺0.91m
	
	㎡
	
	
	

	壁　部分仕上
	補強部分＋周辺0.91m
	
	㎡
	
	
	

	床　部分仕上
	補強部分＋周辺0.91m
	
	㎡
	
	
	

	天井部分仕上
	補強部分＋周辺0.91m
	
	㎡
	
	
	

	片引きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ
	しな合板W900*H1,820
	
	箇所
	
	
	新設

	計
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	(4) 屋根工事
	
	
	
	
	
	

	屋根ふき替え工事
	
	
	㎡
	
	
	

	樋取替え工事
	横樋　取替え工事
	
	ｍ
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	（  ）
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


（第　　面／　　面） 

様式第耐震３―１号（第4条関係）

平成○○年▽▽月▽▽日

耐　震　診　断　報　告　書

川　西　市　長　　様

耐震診断者氏名　　営　繕　五　郎　　　　　　　　印

（一級）建築士　　　（大臣）登録第　４３２１０　号

建築士事務所名　　川西営繕設計(株)　　　　　　　　

（一級）建築士事務所（兵庫県）知事登録第９８７６５号

平成○○年□□月△△日付 川建指 第××号をもって交付決定のあった耐震診断について、下記のとおり報告します。
記

	１ 建築物の名称
	　川　西　太　郎　邸

	
	所　在　地
	　川西市中央町１２番１号

	２ 耐震診断の方法
	「木造住宅の耐震診断と補強方法」による一般診断法

	３ 改修前における

　 耐震診断結果
   ※１
	（所見）

　有効な壁の量はほぼ満足しているが、壁の配置が偏っていることから、上部構造評点が１階Ｘ方向０．５７、梁間方向０．６８となっており、倒壊する可能性が高い。

	４ 改修後における

耐震診断結果
	（耐震改修の方針）

　屋根の軽量化と耐震壁をバランスよく配置することにより、上部構造評点は両方とも０．８５を上回り、耐震性の向上を図る。


	
	（具体的な補強方法）

(１) 耐震壁（筋かい４５×９０タスキ掛け）をバランスよく追加、増設する。
(２) 屋根を瓦からスレート板瓦に葺き替え、軽量化を図る。



	４　備　考
	


【添付資料】耐震診断計算書（改修前後）

※１ 川西市が実施した耐震診断結果を添付することにより、改修前の耐震診断計算書を省略することが
できる。



















































工事予定額を算定した設計事務所等の


住所、会社名及び代表者名をご記入し押印してください。





様式に注意してください。





受付窓口へ提出する日をご記入下さい。





交付申請書に記載した日付をご記入ください。





実際の契約日、代金支払日をご記入ください。





補助金交付決定通知書の右肩に記載している日付と番号をご記入ください。





補助金は、合計金額の１/２以内とし、千円未満は切り捨ててください。





税込みの見積額をご記入ください｡





見積額が２０万円を超える場合は収入及び支出の合計額を２０万円、それ以外の場合は収入及び支出の合計額を見積額としてください。





改修前後における耐震診断計算書は必ず添付してください｡





補助金決定通知書の年月日及び文書番号をご記入ください｡








改修前における所見、耐震改修の方針等については、Ｉs値などの定量的な指標を示しながらできるだけ具体的に記述してください。


















